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11章 育成牛の管理
①発育ステージと管理

0:::乳牛ぬライフサイクル

乳牛は人聞が牛乳を搾るために改良した家畜

です。そのため乳牛の能力(パフォーマンス)は、

主に乳量や乳質で評価されます。当然、酪農家

の最大の関心は、搾乳している牛に向けられま

す。言い換えると、搾乳をしていない晴育牛や

育成牛は、できるだけ手をかけたくない存在に

見られる傾向があります。しかし、ここで考え

てほしいのは、肉牛と乳牛の違いです。それは、

肉牛には繁殖用の雌牛がいるのに対し、乳牛は

牛乳を生産している雌牛自身が繁殖するという

ライフサイクノレの長い家畜だという点です。

泌乳(生産)と繁殖(再生産)を繰り返すのが乳

牛です。その乳牛に求められるのは、年齢を重

ねても健康な体を維持し続けることです。その

点で乳牛は人間と似ているともいえます。人間

では子ども時代の環境が、大人になってからの

社会的活躍に大きな影響を及ぼすことは常に言

われることです。乳牛も、成牛になってからよ

く乳を出し、繁殖できるかは、子牛の時代に築

かれる要因が大きいのです。また、人が扱いや

すい性格(気質)なども哨育、育成期の取り扱い

で大きく変わります。

牛の年齢を人間の年齢に直すと、どの程度に

なるのでしょうか。人間の寿命は、 2004年の
統計では、日本人男性の平均は78.6歳、女性

85.6歳で、女性は世界ーの長寿国です。この
50年間を見ると男性も女性も15歳以上寿命が

延びています。一方、牛の寿命はどうでしょう。

ホルスタインは人間のように天寿を全うするこ

とがないので、自然状態での平均寿命を知るこ

とはできません。牛本来の寿命については、一

般的には20歳程度といわれていますが、 30歳

という記録もあります。馬の寿命は25歳程度
といわれていますが、帯広畜産大学で飼ってい

たアングロアラブは34歳まで生きていました。

午も大事に飼えば20歳以上生きるのではないで

しょうか。しかし現実では、日本のホルスタイ

柏村文郎

ン種の人為的条件下での平均寿命は恐らく 5~

6歳でしょう。

儒教の教えに「男女7歳にして席を同じくせ

ず」というのがあります。人間も7歳になると

男と女はそれぞれの性の特徴が出てくるので、

同席しではならないという教えが含まれている

と思われます。順調な発育をしているホルスタ

インの若雌牛はおよそ10カ月齢で初発情(春機

発動)が見られます。順調であれば、その後お

よそ21日の周期で発情が巡ってくることになり

ます。しかし、その時期に種付けをすると、分

娩時にまだ十分体が出来上がっていないため難

産や初産乳量の低下につながります。

匝瓦廊重とは

一般的な目安として、分娩時の体重は550kg

必要だとされています。妊娠期闘を280日とし、

平均日増体量を0.7kg/日とすると、妊娠中に
200kgほど体重が増加します(280日XO.7kg

/日=196kg)。体重が350kgのときに種付け

すれば、分娩時には550kg近くに達します

(350kg+ 196kg= 546kg)。では、ホルスタイ
ン種が350kgになるのはいつごろでしょうか。

計算では、誕生時の体重が45kgで、日増体量

が0.7kg/日とすると、 436日齢04.3カ月齢)
で350kgになります{(350kg-45kg)/0.7kg 

/日 =435.7目、 435.7日/30.4日 =14.3カ
月}。さらに発育が良く、日増体量が0.8kg/

日になると382日02.5カ月)で350kgに達しま

す。

NRC乳牛飼養標準(2001)では、育成牛の初
回種付け時の目標体重を成熟時体重SBW(生体

重の96%を絶食時体重SBWとして使用)の
55%としています。なお、同標準では、ホル
スタインの成熟時体重の基本設定値を682kgと
していて、それを基に計算すると初回種付けの

目標体重は360kgとなります(682kgXO.96X

0.55=360kg)。また、初産分娩の目標体重は
成熟時SBWの82%としていて、 537kgとなり










